


本研修には対象者別に２つのコースがあります。
○地域包括支援センター等 現任者コース
地域包括支援センターや行政機関等の虐待対応担当者、関係機関の社会福祉士向け
○アドバイザーコース
高齢者虐待対応専門職チーム登録（予定）者向け（※）
（※）高齢者虐待対応専門職チーム
高齢者虐待対応専門職チームとは、本会と日本弁護士連合会が連携して設置を進めている市町村・地域包括支援センターの虐待対応の支援をおこなうチームです。高齢者虐待対応専門職チームは、2008年8月現在、約24の都道府県支部に設置され、都道府県からの高齢者権利擁護推進事業等の受託や市町村との直接契約でアドバイザーを派遣するなどの活動を行っています。
主催：社団法人日本社会福祉士会 生涯研修センター
本研修は、社団法人日本社会福祉士会生涯研修制度｢専門分野別研修｣
として位置づけられています。修了者には修了証が発行されます。
第２期　虐待対応専門研修



１．研修のねらい
この研修は地域包括支援センター等の虐待対応担当者や関係機関の会員を対象とした専門研修です。

この研修は、虐待対応の実践力を身につけ社会福祉士のミッションとしての権利擁護を担う 専門的人材の養成を目的として開催します。プログラムには、虐待対応ソーシャルワークモデルの視点に立ち虐待対応の流れに沿って具体的な対応のポイントを学べるよう、本会が開発した「高齢者虐待対応帳票」の解説や事例演習を多く取り入れています。
２．日程・会場・研修内容　
	前期
	日程
	２００９年９月１８日（金）～９月２０日（日）

	
	会場
	中央大学駿河台記念館　〒101-8324東京都千代田区神田駿河台3-11-5（TEL 03-3292-3111）

(アクセス)ＪＲ「御茶ノ水駅」徒歩3分，地下鉄東京メトロ丸の内線「御茶ノ水駅」徒歩6分，東京メトロ千代田線「新御茶ノ水駅」（Ｂ１出口）徒歩3分，都営新宿線「小川町駅」（Ｂ５出口）徒歩3分

	後期
	日程
	２００９年１２月１２日（土）～１２月１３日（日）

	
	会場
	（東京２３区内を予定）

	研修内容
	５日間の集合研修および課題の提出（研修プログラムはP.4を参照ください）


３．受講要件・対象者
日本社会福祉士会会員であって、次の要件すべてを満たす方
１）地域包括支援センター、行政機関、その他の虐待対応協力機関に勤務し、かつ１年以上の虐待対応業務の業務経験を有する方

２）虐待対応におけるソーシャルワーク実践事例を１事例提出できる方（中間課題）※中間課題の内容は前期日程の終了時に説明します

３）次の(ア)または(イ)のいずれかを満たす方

　　(ア)生涯研修制度「共通研修課程」修了有効期間内にある方

　　(イ)所属する都道府県支部の長が推薦する方
４）カリキュラムの全課程を出席できる方
４．定　員　１００名

５．受講費　５０，０００円
（テキスト代含む、食費・宿泊費・旅費は含みません）

６．申込方法

１）支部推薦を希望する方
受講希望者は「受講申込書兼支部推薦書」に必要事項を記入の上、所属する都道府県支部の事務局へＦＡＸもしくは郵送にて申込みください。
●申込期限：７月３１日（金）支部必着
申込みを受けた都道府県支部は、推薦の可否を決定し、その旨を支部推薦書に記入の上、本会事務局へＦＡＸもしくは郵送ください。
（送付期限：８月７日（金）本会必着）
２）支部推薦を希望しない方
受講希望者は「受講申込書兼支部推薦書」に必要

事項を記入の上、本会事務局へＦＡＸもしくは郵送にて申込みください。
●申込期限：７月３１日（金）本会必着
７．受講者決定方法

受講申込数が定員を超えた場合は、地域包括支援センター現任者または行政機関の虐待対応担当者で、支部推薦がある方を優先した上で、地域バランス等を考慮し主催者にて決定します。

①定員の内訳は、支部推薦枠９割（９０名）、支部推薦を受けない「共通研修課程」修了有効期間内の方の枠１割（１０名）とします。

②支部推薦枠の受講者の決定は、各支部１名を第一優先とします。
８． 修了要件　

１）全科目の出席　

２）中間課題、事後課題の提出

９．テキスト

テキストは「虐待対応ソーシャルワークモデルに基づく高齢者虐待対応テキスト」を使用します。テキストは受講決定通知に同封しますので、受講前に熟読ください。なお、受講にあたっては「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」「市町村・都道府県における高齢者虐待への対応と養護者支援について（国マニュアル）」も受講者で用意の上、熟読ください（「高齢者虐待防止法」「国マニュアル」ともにインターネットで検索をすると見つけることができます）。
第２期　虐待対応専門研修


１．研修のねらい　

この研修は在宅高齢者虐待対応専門職チームの登録（予定）者を対象とした専門研修です。この研修は、在宅高齢者虐待対応専門職チームとして必要な知識・技術、倫理および権利擁護の視点を身につけ、社会福祉士のミッションとしての権利擁護を支援する アドバイザーとしての専門的人材の養成を目的として開催します。この研修では、在宅高齢者専門職チームの登録（予定）者が在宅高齢者専門職チームの一員として活動する上で必要となる虐待対応の基本的な流れを学んだ上で、チームの立ち位置、アドバイスのポイント等を学びます。
２．日程・会場・研修内容　
	前期日程
	２００９年１１月　６日（金）～１１月　８日（日）

	後期日程
	２０１０年　１月２３日（土）～　１月２４日（日）

	会場
	大阪府社会福祉会館　〒542－0012大阪府大阪市中央区谷町7-4-15（TEL 06-6762-5681）

(アクセス)地下鉄：谷町線・長堀鶴見緑地線「谷町六丁目駅」(4番出口)徒歩1分，谷町線・千日前線「谷町九丁目駅」(2番出口)徒歩2分

	研修内容
	５日間の集合研修および課題の提出（研修プログラムはP.4を参照ください）


３．受講要件・対象者
日本社会福祉士会会員であって、次の要件すべてを満たす方
１）在宅高齢者虐待対応専門職チームの登録者もしくは登録予定者である方
２）在宅高齢者虐待対応専門職チームのアドバイス事例もしくは活動レポートを提出できる方（中間課題）※中間課題の内容は前期日程の終了時に説明します。
３）次の(ア)または(イ)のいずれかを満たす方

(ア)生涯研修制度「共通研修課程」修了有効期間内にある方
(イ)所属する都道府県支部の長が推薦する方
４）カリキュラムの全課程を出席できる方
４．定　員　７０名
５．受講費　５０，０００円
（テキスト代含む、食費・宿泊費・旅費は含みません）
６．申込方法
１）支部推薦を希望する方
受講希望者は「受講申込書兼支部推薦書」に必要事項を記入の上、所属する都道府県支部の事務局へＦＡＸもしくは郵送にて申込みください。
●申込期限：７月３１日（金）支部必着
申込みを受けた都道府県支部は、推薦の可否を決定し、その旨を支部推薦書に記入の上、本会事務局へＦＡＸもしくは郵送ください。
（送付期限：８月７日（金）本会必着）
２）支部推薦を希望しない方
受講希望者は「受講申込書兼支部推薦書」に必要事項を記入の上、本会事務局へＦＡＸもしくは郵送にて申込みください。
●申込期限：７月３１日（金）本会必着
７．受講者決定方法
受講申込数が定員を超えた場合は、支部推薦がある方を優先した上で、所属する支部の虐待対応専門職チームの活動状況等を考慮し主催者にて決定します。
※支部推薦枠の受講者の決定については、各支部１名を第一優先とします。
８．修了要件　

１）全科目の出席　

２）中間課題、事後課題の提出
９．テキスト
テキストは「虐待対応ソーシャルワークモデルに基づく高齢者虐待対応テキスト」を使用します。テキストは受講決定通知に同封しますので、受講前に熟読ください。なお、受講にあたっては「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」「市町村・都道府県における高齢者虐待への対応と養護者支援について（国マニュアル）」も受講者で用意の上、熟読ください（「高齢者虐待防止法」「国マニュアル」ともにインターネットで検索をすると見つけることができます）。


　研修プログラム（予定）　
●前期日程(３日間)
 　　　　　　　　　　　　　　※講師については調整中です。
	日程
	時間（分）
	研修形態
	地域包括支援センター等

現任者コース
	アドバイザーコース

	１日目
	13:00～13:30
	30
	
	オリエンテーション
	オリエンテーション

	
	13:30～14:30
	60
	講義１
	虐待対応の基本
	虐待対応の基本

	
	14:40～16:10
	90
	講義２
	虐待対応と権利擁護
	虐待対応と権利擁護

	
	16:20～17:50
	90
	講義３
	市町村権限
	市町村権限と在宅高齢者虐待対応専門職チームの役割

	２日目
	9:00～10:00
	60
	講義４
	虐待対応と帳票
	虐待対応と帳票

	
	10:00～11:00
	60
	講義５
	初動体制
	初動体制とアドバイスのポイント

	
	11:10～12:00
	50
	演習１
	初動体制(前半) 
	初動体制とアドバイスのポイント (前半) 

	
	12:00～13:00
	
	
	(昼食休憩)
	(昼食休憩)

	
	13:00～14:00
	60
	演習１
	初動体制(後半)
	初動体制とアドバイスのポイント(後半) 

	
	14:10～15:10
	60
	講義６
	情報収集と整理
	情報収集と整理

	
	15:20～16:20
	60
	講義７
	アセスメント(虐待構造の理解) 
	アセスメント(虐待構造の理解) とアドバイスのポイント 

	
	16:30～18:00
	90
	演習２
	アセスメント(虐待構造の理解) 
	アセスメント(虐待構造の理解) とアドバイスのポイント

	３日目
	9:00～10:00
	60
	講義８
	支援計画
	支援計画とアドバイスのポイント

	
	10:00～12:00
	110
	演習３
	支援計画
	支援計画とアドバイスのポイント

	
	12:00～13:00
	
	
	(昼食休憩)
	(昼食休憩)

	
	13:00～16:00
	180
	講義９
	虐待対応におけるチームアプローチとケース会議運営
	虐待対応におけるチームアプローチとケース会議運営（アドバイスのポイント）

	
	16:00～16:15
	15
	
	事務連絡
	事務連絡

	●後期日程(２日間)

	日程
	時間（分）
	研修形態
	地域包括支援センター等

現任者コース
	アドバイザーコース

	４日目
	13:00～13:30
	30
	
	オリエンテーション
	オリエンテーション

	
	13:30～14:30
	60
	実践報告１
	困難事例への対応
	在宅高齢者虐待対応専門職チームの活動の実際

	
	14:40～15:40
	60
	実践報告２
	在宅高齢者虐待対応専門職チームの活用
	在宅高齢者虐待対応専門職チームの体制整備

	
	15:50～17:50
	120
	演習４
	中間課題事例演習
	中間課題事例演習

	５日目
	9:00～12:00
	180
	演習５
	総合演習 「初動期」
	総合演習 「初動期」

	
	12:00～13:00
	
	
	(昼食休憩)
	(昼食休憩)

	
	13:00～16:00
	180
	演習６
	総合演習 「支援計画と評価」
	総合演習 「支援計画と評価」

	
	16:00～16:15
	15
	
	事務連絡
	事務連絡
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【問合せ・申込み先】　　（受付時間：月～金曜日　9:30～17:30）


社団法人日本社会福祉士会　事務局　企画１課（担当：吉田・小幡）


〒160-0004　東京都新宿区四谷1-13　カタオカビル2階


TEL:03-3355-6541　FAX:03-3355-6543　E-mail:� HYPERLINK "mailto:yoshida@jacsw.or.jp" ��yoshida@jacsw.or.jp�








※受講申込書はコース別になっていますので、


ご確認の上、申込みください。





※受講申込書はコース別になっていますので、


ご確認の上、申込みください。
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